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幸
福
な
余
生
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

敗
戦
後
の
き
び
し
い
生
活
を
経
験
し
、
そ
の
間
、
北
陸

電
力
㈱
を
五
十
五
歳
で
定
年
退
職
し
ま
し
た
。
引
き
続
き

系
列
会
社
の
北
陸
発
電
工
事
㈱
に
勤
務
す
る
こ
と
七
年

間
、
そ
の
後
、
職
業
訓
練
校
に
一
年
間
、
電
気
工
事
科
を

学
修
し
皆
勤
賞
を
貰
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
元
タ
ク
シ
ー
会
社
の
集
金
業
務
を
十
三
年

間
引
き
受
け
ま
し
た
。
仕
事
な
ら
貴
賤
な
く
、
真
面
目
に

働
く
の
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す
。

資
格
免
許
と
電
気
関
係
、
危
険
物
関
係
、
調
理
師
の
免

許
十
種
類
を
取
得
し
ま
し
た
。

戦
争
と
自
分

過
ぎ
た
時
間
は

二
度
と
来
な
い
（
二
）

佐
賀
県

中

島

富

夫

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
三
月
二
十
七
日
、
久
留
米

に
近
い
大
刀
洗
飛
行
場
と
兵
器
廠
が
爆
撃
を
受
け
た
。
防

空
壕
の
中
よ
り
監
視
し
て
い
る
と
、
上
空
を
反
転
し
再
び

攻
撃
姿
勢
に
移
る
多
数
の
グ
ラ
マ
ン
機
を
発
見
し
た
。
そ

し
て
我
々
の
部
隊
の
上
空
に
飛
来
し
機
銃
掃
射
を
加
え
て

通
過
し
て
行
っ
た
。

壕
よ
り
飛
び
出
し
確
か
め
た
と
こ
ろ
一
列
に
連
な
っ
た

弾
痕
が
あ
り
、
拾
っ
た
弾
丸
は
一
〇
セ
ン
チ
の
長
さ
の
あ

る
ピ
カ
ピ
カ
の
機
銃
弾
で
あ
っ
た
。
警
報
解
除
と
同
時
に

再
び
米
軍
上
陸
の
決
戦
に
備
え
て
の
戦
闘
訓
練
が
続
行
さ

れ
、
水
際
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
で
撃
滅
す
る
た
め
の
蛸

掘
り
、
匍
匐
前
進
、
棒
地
雷
、
箱
地
雷
に
よ
る
対
戦
車
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攻
撃
訓
練
が
各
中
隊
と
も
激
し
く
行
わ
れ
た
。

こ
の
た
め
負
傷
者
、
病
人
も
多
く
出
て
、
我
が
通
信
隊

で
は
、
練
兵
休
の
者
を
集
め
て
外
傷
手
当
を
行
い
、
薬
を

与
え
た
後
、
私
は
モ
ー
ル
ス
信
号
の
訓
練
等
の
指
導
を
し

た
。

九
州
大
空
襲
下
に
て

四
月
頃
よ
り
は
、
特
に
本
土
各
都
市
へ
連
日
の
空
襲
と

な
り
、
六
月
十
九
日
に
は
福
岡
市
に
大
空
襲
が
あ
っ
て
夜

空
に
赤
々
と
燃
え
上
が
る
炎
が
久
留
米
か
ら
も
望
見
さ
れ

た
。我

が
隊
は
福
岡
県
上
津
荒
木
村
甲
塚
付
近
に
構
築
中
の

仮
兵
舎
に
大
部
分
の
兵
員
を
移
動
し
て
い
た
が
、
降
り
続

く
雨
量
の
重
さ
の
た
め
、
六
月
二
十
二
日
夜
十
二
時
、
通

信
中
隊
の
屋
根
が
崩
壊
し
、
大
半
は
生
き
埋
め
と
な
っ

た
。他

の
中
隊
よ
り
緊
急
に
応
援
を
求
め
て
救
出
に
当
た
っ

た
。
幸
い
死
者
は
無
く
、
一
部
負
傷
者
を
部
隊
本
部
医
務

室
に
引
率
、
手
当
の
後
、
全
員
休
養
室
に
入
れ
た
。

六
月
二
十
九
日
、
佐
世
保
市
に
大
空
襲
が
あ
っ
た
。

七
月
に
入
っ
て
、
真
夜
中
に
営
門
衛
兵
が
走
り
込
ん
で

き
て
、「
宮
の
陣
地
」
の
田
圃
に
、
北
京
よ
り
の
友
軍
機

が
不
時
着
し
た
と
い
う
。
重
傷
の
乗
員
は
泥
だ
ら
け
「
破

傷
風
血
清
を
早
く
求
め
た
い
」
と
南
門
歩
哨
は
口
頭
で
通

報
し
て
き
た
の
で
、
久
留
米
陸
軍
病
院
の
当
直
軍
医
殿

に
、
そ
の
旨
を
伝
え
、
そ
の
結
果
、
血
清
は
現
地
へ
届
け

ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
も
当
直
日
誌
に
記
入
し
た
。

後
日
の
話
で
は
不
時
着
し
た
友
軍
機
は
重
要
任
務
で
飛

来
し
た
が
重
傷
で
、
必
死
の
救
出
作
業
で
あ
っ
た
。

大
牟
田
は
焼
夷
弾
攻
撃
を
二
回
受
け
、
市
街
は
今
だ
に

燃
え
続
け
て
い
る
。
市
内
の
玉
川
小
学
校
の
第
四
十
八
部

隊
分
遣
隊
員
に
ア
メ
ー
バ
ー
赤
痢
患
者
が
発
生
し
た
が
、

医
療
薬
品
も
少
な
く
、
こ
の
た
め
処
置
困
難
で
、
交
替
要

員
の
必
要
あ
り
と
の
連
絡
が
あ
っ
て
、
そ
の
引
率
者
に
私

が
命
令
さ
れ
た
。
私
は
十
二
人
を
引
率
し
て
西
鉄
の
久
留

米
駅
よ
り
大
牟
田
へ
向
か
っ
た
。

大
牟
田
市
中
は
静
か
で
警
報
発
令
中
で
交
通
整
理
中
の
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警
官
に
玉
川
小
学
校
を
教
え
て
も
ら
い
、
兵
員
交
替
で
行

く
こ
と
を
告
げ
た
が
、「
警
報
中
に
つ
き
充
分
気
を
つ
け

よ
」
と
注
意
を
受
け
た
。

し
か
し
、
市
内
は
、
あ
ち
こ
ち
で
家
屋
が
燃
え
て
い
る

が
、
消
火
す
る
人
は
誰
も
い
な
い
。
よ
う
や
く
学
校
に
到

着
し
て
上
司
に
報
告
し
、
病
兵
十
余
人
を
引
率
し
て
帰
隊

し
た
。

次
い
で
今
度
は
、
久
留
米
市
郊
外
に
外
人
の
強
盗
出
没

と
の
連
絡
が
第
四
十
八
部
隊
に
あ
っ
た
。
早
速
、
兵
員
二

〇
〇
人
も
の
精
鋭
を
集
め
軍
用
犬
二
頭
と
共
に
出
動
し

た
。先

の
大
牟
田
空
襲
の
時
、
高
射
砲
で
落
と
さ
れ
た
敵
兵

が
落
下
傘
で
逃
げ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
軍
用
犬
で
追

い
込
み
包
囲
し
て
逮
捕
し
た
。
こ
の
敵
兵
は
ト
ラ
ッ
ク
に

乗
せ
第
四
十
八
部
隊
ま
で
連
行
、
直
ち
に
軍
司
令
部
へ
と

送
ら
れ
て
行
っ
た
。
捕
虜
は
日
本
空
襲
を
三
回
行
っ
て
お

り
、
そ
の
功
績
で
最
近
大
尉
に
昇
進
し
た
ば
か
り
の
指
揮

官
で
大
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
逮
捕
さ
れ
る
と
拳
銃
を
渡
し

「
シ
ガ
レ
ッ
ト
」
と
言
い
、
大
人
し
く
何
の
抵
抗
も
し
な

か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
後
で
捜
索
隊
へ
行
っ
た
者
の
話

と
し
て
聞
い
た
。

八
月
に
入
り
通
信
中
隊
の
幹
候
の
一
人
が
時
々
無
線
機

に
「
ど
う
も
お
か
し
い
通
信
が
入
る
」
と
話
を
す
る
の
で

「
何
だ
」
と
尋
ね
て
も
答
え
て
く
れ
な
い
。

「
絶
対
に
口
外
し
な
い
か
ら
教
え
て
く
れ
」
と
頼
ん
だ

ら
「
よ
く
聞
き
と
れ
な
い
が
、
無
条
件
と
か
、
ど
う
す
る

か
と
か
、
厳
し
い
事
を
言
っ
て
い
る
。
ひ
ょ
っ
と
す
る

と
、
豪
州
放
送
の
よ
う
だ
」
と
。

い
か
に
戦
局
が
苛
烈
で
も
、
勝
利
を
信
じ
て
い
る
我
々

に
は
何
の
疑
い
も
な
く
「
最
後
の
勝
利
あ
る
の
み
」
で

あ
っ
た
。

八
月
十
日
昼
過
ぎ
、
所
用
が
あ
っ
て
仮
兵
舎
よ
り
久
留

米
市
内
へ
行
っ
た
時
、
市
民
の
方
が
二
、
三
人
道
路
端
で

新
聞
を
広
げ
て
見
て
お
ら
れ
た
の
で
、
私
は
「
何
で
す

か
」
と
言
っ
て
近
づ
く
と
「
ど
う
ぞ
」
と
新
聞
を
差
出
し

て
く
れ
た
。
そ
の
ま
ま
小
さ
く
折
り
た
た
ん
で
物
入
れ
に

し
ま
い
、
誰
も
居
な
い
所
に
来
て
素
早
く
一
人
で
そ
の
新
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聞
を
広
げ
て
み
る
と
「
ソ
連
参
戦
」「
新
型
爆
弾
が
広
島

に
投
下
さ
れ
た
」
な
ど
の
記
事
が
大
き
く
載
っ
て
い
た
。

私
は
新
聞
は
そ
の
ま
ま
、
通
り
の
溝
に
捨
て
て
仮
兵
舎

に
帰
っ
た
。

久
留
米
大
空
襲

八
月
十
一
日
は
朝
よ
り
日
本
晴
れ
の
青
空
、
そ
し
て
暑

い
日
で
あ
っ
た
。

仮
兵
舎
医
務
室
で
い
つ
も
の
外
傷
者
の
手
当
を
す
ま

せ
、
空
襲
警
報
発
令
中
の
た
め
山
頂
付
近
で
見
張
り
を
し

て
い
た
時
、
頭
上
で
突
然
の
大
爆
発
音
が
し
た
。
は
っ
と

身
を
伏
せ
静
か
に
見
上
げ
る
と
、
友
軍
の
高
射
砲
弾
が
炸

裂
し
、
糸
状
の
白
線
が
八
方
に
拡
が
り
、
少
し
ず
つ
白
の

帯
状
に
変
わ
り
、
薄
白
い
雲
状
と
変
わ
っ
た
。

こ
れ
は
敵
機
侵
入
が
近
い
も
の
と
思
い
、
仮
兵
舎
に
報

告
を
と
、
下
山
し
か
け
た
時
、
一
〇
〇
機
以
上
の
Ｂ
29
爆

撃
機
の
編
隊
が
高
々
度
で
久
留
米
西
南
方
向
よ
り
整
然
と

接
近
す
る
の
が
肉
眼
で
認
め
ら
れ
た
。「
畜
生
」
と
思
う

瞬
間
、
久
留
米
上
空
よ
り
焼
夷
弾
の
雨
、
編
隊
は
隊
伍
を

組
ん
だ
ま
ま
北
側
背
振
山
方
向
に
廻
り
、
今
度
は
横
か
ら

市
内
を
十
文
字
に
爆
撃
、
山
腹
か
ら
見
れ
ば
あ
た
か
も
列

車
の
煙
が
立
ち
上
る
ご
と
く
、
そ
の
あ
と
は
円
を
描
き
、

僅
か
十
五
分
位
で
ど
こ
か
に
飛
び
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

我
が
軍
の
高
射
砲
は
Ｂ
29
の
高
々
度
に
は
届
か
ず
、
友

軍
の
戦
闘
機
は
追
い
す
が
り
空
中
戦
を
試
み
た
が
、
一
機

も
撃
墜
で
き
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
我
々
は
直

ち
に
市
内
の
消
火
、
救
援
に
赴
く
べ
く
、
萬
軍
曹
殿
を
指

揮
者
と
し
て
全
員
出
動
し
た
。
市
内
は
右
往
左
往
の
大
混

乱
で
あ
っ
た
。

二
時
間
か
三
時
間
の
活
動
で
鎮
火
し
た
の
で
引
揚
げ
命

令
が
出
て
、
急
ぎ
仮
兵
舎
に
戻
る
時
、
空
は
夕
方
の
よ
う

に
真
っ
黒
に
な
っ
た
。
上
空
よ
り
白
い
灰
が
落
下
し
て
く

る
と
思
っ
た
が
、
そ
の
白
い
も
の
は
、
だ
ん
だ
ん
大
き
く

な
り
、
ビ
ラ
（
伝
単
）
が
落
下
し
て
来
た
。

拾
っ
て
み
た
ら
『
日
本
の
と
る
べ
き
途
』
と
書
い
て
あ

る
。
美
し
い
日
本
国
土
を
残
す
の
は
た
だ
一
つ
だ
け
と
あ

り
、
私
は
そ
の
ビ
ラ
を
足
で
踏
み
付
け
て
帰
っ
た
。

翌
十
二
日
昼
過
ぎ
、
爆
音
は
米
軍
機
で
あ
る
。
急
に
エ
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ン
ジ
ン
の
音
が
止
ま
り
大
爆
発
音
が
し
た
。
今
日
は

「
や
っ
た
ぞ
」
と
思
い
監
視
し
て
い
た
ら
敵
機
は
有
明
海

に
出
て
か
ら
水
面
す
れ
す
れ
に
滑
空
し
、
す
ぐ
に
エ
ン
ジ

ン
を
始
動
し
て
急
上
昇
し
、

か
海
上
に
出
て
逃
げ
去
っ

た
。こ

の
日
は
、
筑
後
川
鉄
橋
破
壊
の
た
め
の
爆
弾
投
下

だ
っ
た
の
だ
。
鉄
橋
の
両
翼
に
は
守
備
隊
、
高
射
砲
隊
が

守
っ
て
い
た
が
、
幸
い
目
標
が
外
れ
て
被
害
は
な
か
っ

た
。

聖
断
下
る

八
月
十
四
日
午
後
、
仮
兵
舎
の
医
務
室
に
「
緊
急
集

合
」
の
伝
言
が
あ
り
、
軍
医
、
軍
医
見
習
士
官
、
衛
生
下

士
官
、
衛
生
兵
全
員
が
集
合
し
た
。

高
級
軍
医
殿
は
静
か
に
「
全
員
聞
け
、
明
十
五
日
、
重

大
発
表
が
あ
る
。
ど
こ
の
ラ
ジ
オ
で
も
よ
い
か
ら
必
ず
聞

く
よ
う
に
、
以
上
」
と
だ
け
話
し
て
集
会
は
終
わ
っ
た
。

そ
れ
だ
け
か
、
何
だ
か
変
だ
な
、
何
か
あ
る
と
の
予
感

が
し
た
。
あ
の
新
聞
記
事
、
豪
州
放
送
、
久
留
米
空
襲
の

ビ
ラ
（
伝
単
）、
で
も
神
州
不
滅
、
日
本
が
負
け
る
こ
と

は
絶
対
に
な
い
と
信
じ
て
い
た
。

そ
し
て
八
月
十
五
日
は
、
総
攻
撃
の
命
令
が
出
る
も
の

と
信
じ
て
、
近
く
の
農
家
、
今
村
米
吉
さ
ん
方
の
ラ
ジ
オ

を
聞
く
こ
と
に
し
た
。

ガ
リ
ガ
リ
と
い
う
雑
音
が
多
く
、
こ
れ
が
玉
音
放
送
か

と
疑
い
な
が
ら
も
一
生
懸
命
、
全
身
を
耳
に
し
て
静
か
に

聞
い
て
い
る
が
意
味
が
判
ら
な
い
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
陛
下

の
声
の
特
徴
が
響
き
『
耐
え
難
き
を
耐
え
』
と
は
陛
下
の

声
だ
と
思
っ
た
が
、
総
攻
撃
の
命
令
に
し
て
は
力
が
な

い
、
と
思
っ
た
。

放
送
が
終
わ
り
、
今
村
米
吉
さ
ん
が
「
お
茶
で
も
」
と

言
わ
れ
た
が
、
何
も
言
わ
ず
一
礼
し
て
仮
兵
舎
へ
急
い
で

戻
っ
た
。
皆
の
顔
を
見
た
が
、
ラ
ジ
オ
放
送
も
、
人
の
話

も
聞
い
て
い
な
い
。
勇
ま
し
い
軍
歌
を
口
ず
さ
ん
で
い

た
。や

が
て
夜
に
な
り
、
ラ
ジ
オ
の
解
説
者
が
多
く
な
り
、

大
阪
出
身
の
召
集
兵
（
一
等
兵
）
が
「
戦
争
は
や
ん
だ
ん

と
違
う
か
」
と
大
き
な
声
で
し
ゃ
べ
る
。
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「
早
く
帰
り
、
蚊
帳
を
作
り
儲
け
た
い
、
今
ま
で
、
材

料
が
な
く
紙
を
こ
よ
り
状
に
し
た
も
の
を
糸
に
し
て
網
目

に
編
ん
だ
も
の
だ
が
、
戦
争
が
止
ん
だ
ら
少
し
木
綿
が
手

に
入
る
と
思
う
の
で
、
良
い
の
が
で
き
る
」
と
言
っ
た
途

端
に
、
九
州
出
身
の
一
等
兵
が
「
貴
様

」
と
一
発
ビ
ン

タ
を
張
り
つ
け
て
大
喧
嘩
と
な
っ
た
。
放
送
を
全
部
よ
く

聞
い
た
者
も
、
ま
だ
解
読
中
で
考
え
て
い
る
状
況
だ
っ

た
。時

間
の
経
過
と
共
に
、
実
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
無
条
件

受
入
れ
、
全
面
降
伏
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
は
言
わ
ず
に
終

戦
と
受
け
止
め
る
の
が
や
っ
と
の
状
況
で
あ
っ
た
。
あ
る

者
は
帰
れ
る
、
あ
る
人
は
捕
虜
と
し
て
使
役
に
な
る
と
皆

悲
喜
交
々
の
心
境
で
あ
っ
た
。

「
我
々
は
天
皇
の
軍
隊
だ

」

久
留
米
西
部
第
百
四
十
八
部
隊
兵
器
係
主
任
陸
軍
中

尉
・
脇
谷
中
隊
長
（
通
信
中
隊
長
）
は
、
八
月
十
五
日
夜

か
ら
本
部
で
の
将
校
集
会
の
席
上
で
「
断
固
戦
争
継
続

論
」
を
強
硬
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
天
皇
の
玉
音

放
送
で
あ
り
、
命
令
だ
か
ら
軽
率
な
行
為
は
慎
ん
で
く

れ
」
と
の
平
和
推
進
派
と
激
論
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。わ

が
部
隊
の
仮
兵
舎
で
も
両
論
に
分
か
れ
た
。
私
は
継

続
派
に
同
意
し
た
。
他
の
中
隊
も
大
部
分
は
継
続
派
が
多

く
「
で
は
、
ど
う
す
る
か
」
と
な
り
、
長
い
間
決
戦
に
備

え
て
、
グ
リ
ー
ス
を
塗
り
固
め
、
大
事
に
壕
の
奥
深
く
保

管
し
た
兵
器
・
弾
薬
を
取
り
出
し
配
布
さ
れ
た
。
こ
れ
で

米
軍
と
一
戦
を
交
え
て
最
後
の
華
を
飾
る
こ
と
に
し
た
。

砲
部
隊
も
継
続
に
同
調
し
、
高
良
台
で
虎
の
子
の
野
砲

を
表
に
出
し
、
八
月
十
六
日
、
十
七
日
と
毎
日
大
量
の
実

弾
射
撃
演
習
が
始
ま
り
、
私
共
の
仮
兵
舎
の
医
務
室
上
空

に
も
大
き
な
砲
弾
が
ゆ
っ
く
り
飛
ん
で
行
く
の
が
目
撃
さ

れ
た
。

次
第
に
ポ
ツ
ダ
ム
派
の
人
々
は
小
さ
く
な
り
、
逃
げ
腰

と
な
り
、
九
州
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
、
こ
の
地
を
守
る
の

だ
と
工
事
を
始
め
、
重
要
書
類
の
焼
却
、
今
で
も
米
軍
と

刺
し
違
え
る
態
勢
が
で
き
た
。

各
部
隊
と
各
中
隊
間
の
連
絡
兵
が
忙
し
く
な
り
、
ま
さ

516



 

V
02D

00 L
:H
E
G
U
1534 517 89/03/10/09:58:49 H

E
G
U
1534 bun p506-

に
戦
場
と
化
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で
は
部
隊
長
以
下
全

員
は
中
央
や
師
団
か
ら
命
令
が
来
て
「
我
々
は
天
皇
の
軍

隊
で
あ
る
。
一
兵
ま
で
命
令
に
反
す
る
事
は
許
さ
れ
な

い
、
承
知
し
て
く
れ
」
と
い
わ
れ
、
残
念
、
無
念
な
思
い

で
あ
っ
た
。

八
月
二
十
日
こ
ろ
に
な
っ
て
、
部
隊
の
空
気
も
少
し
穏

や
か
に
な
り
、
虚
脱
感
に
襲
わ
れ
て
、
飯
を
食
べ
な
い
者

が
現
わ
れ
出
し
た
。
復
員
の
話
と
捕
虜
と
な
り
豪
州
で
麦

刈
り
に
送
ら
れ
る
と
い
う
噂
が
次
々
と
伝
え
ら
れ
る
。
ま

た
脱
走
す
る
の
は
今
だ
と
言
っ
て
脱
走
し
て
自
宅
か
ら
憲

兵
に
連
れ
戻
さ
れ
、
重
営
倉
に
入
れ
ら
れ
た
者
へ
、
は
じ

め
て
食
事
運
び
を
し
た
。

九
月
に
入
り
復
員
の
話
が
本
格
化
し
て
、
ま
ず
郵
便
局

勤
務
者
で
あ
っ
た
者
、
炭
鉱
に
働
い
て
い
た
者
、
警
察
官

希
望
者
、
地
域
別
、
体
力
の
弱
い
者
、
と
順
次
復
員
該
当

者
が
決
め
ら
れ
、
整
然
と
復
員
業
務
が
進
行
し
て
い
っ

た
。仮

兵
舎
の
通
信
中
隊
の
屋
根
が
崩
壊
し
、
最
後
に
救
出

さ
れ
た
船
越
二
等
兵
（
前
郵
便
局
長
）
は
復
員
第
一
号
者

で
、
別
れ
の
挨
拶
に
医
務
室
に
現
わ
れ
た
。
復
員
証
明
書

の
外
に
、
復
員
に
際
し
て
下
士
官
三
〇
〇
円
、
兵
二
〇
〇

円
、
将
校
に
は
将
校
集
会
場
で
別
支
給
が
あ
っ
た
。
ま
た

軍
衣
上
下
、
略
帽
、
飯

、
水
筒
、
外
被
、
背
負
袋
、
毛

布
三
枚
、
他
の
物
品
が
支
給
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
中

隊
に
よ
っ
て
内
容
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
が
急
ぐ
者
は
何

も
取
ら
ず
姿
を
消
し
た
例
も
あ
っ
た
。

軍
馬
も
十
月
に
入
り
処
分
し
た
。
一
匹
二
〇
〇
円
、
農

家
に
と
っ
て
は
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
支
給
金
二
〇
〇
円

で
買
取
り
曳
い
て
帰
る
者
も
あ
っ
た
。

無
敵
の
名
声
を
天
下
に
轟
か
せ
、
創
立
以
来
強
兵
の
舘

で
あ
っ
た
久
留
米
西
部
第
百
四
十
八
部
隊
も
、
十
月
中
旬

に
な
り
、
静
か
に
な
っ
た
。

部
隊
長
殿
よ
り
表
彰
う
け
る

賞
状

中
島
富
夫

右
ノ
者
部
隊
復
員
ニ
際
シ
終
始
克
ク
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上
司
ノ
意
圖
ヲ
體
シ
繁
劇
ナ
ル
復
員

業
務
完
遂
ニ
盡
力
シ

以
テ
皇
軍
ノ

一
員
ト
シ
テ
遺
憾
ナ
ク
優
秀
ノ
美
ヲ

発
揮
セ
リ

因
テ
茲
ニ
之
ヲ
賞
ス

昭
和
二
十
年
十
月
二
十
七
日

西
部
第
百
四
十
八
部
隊
長
陸
軍
大
佐
正
五
位
勲
三
等

柴
田
亀
三
郎

書
道
半
紙
に
謄
写
版
刷
り
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
も
大

切
に
保
管
し
て
い
ま
す
。
長
年
小
さ
く
折
り
た
た
み
誰
に

も
見
せ
る
事
も
な
い
私
の
青
春
を
か
け
た
一
頁
の
記
念
品

で
す
。

陸
軍
衛
生
上
等
兵

中
島
富
夫

【
解

説
】

〔
承
前
〕
前
回
の
あ
ら
ま
し

体
験
者
は
、
佐
賀
県
有
田
町
生
ま
れ
、
家
族
は
四
男
一

女
の
子
沢
山
で
父
は
大
変
な
苦
労
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ

の
た
め
執
筆
者
は
、
鍼
灸
師
の
叔
父
の
家
で
の
修
業
と
徒

弟
と
し
て
の
厳
し
い
日
々
を
送
っ
た
。
昭
和
十
二
年
九

月
、
父
親
に
召
集
令
状
が
来
て
久
留
米
の
野
砲
隊
（
第
十

二
師
団
）
に
入
隊
し
て
、
十
一
月
、
杭
州
湾
敵
前
上
陸
戦

に
参
加
、
南
京
に
向
か
っ
て
進
撃
し
た
。
そ
の
父
も
昭
和

十
五
年
五
月
、
海
南
島
警
備
を
最
後
に
召
集
解
除
と
な

り
、
無
事
帰
郷
し
た
。

戦
争
は
激
し
く
な
り
、
体
験
記
執
筆
者
は
、
昭
和
十
七

年
十
月
、
第
九
次
国
民
徴
用
令
状
に
よ
り
、
佐
世
保
海
軍

工
廠
造
兵
部
水
雷
科
に
海
軍
軍
属
と
し
て
入
廠
、
そ
の

後
、
魚
雷
専
門
の
佐
世
保
海
軍
工
廠
川
棚
分
工
場
の
作
業

係
と
し
て
転
出
し
た
。

昭
和
十
八
年
九
月
、
肺
結
核
と
診
断
さ
れ
、
有
田
の
実

家
に
戻
っ
た
が
、
戦
況
は
日
毎
に
悪
化
の
傾
向
に
あ
り
、

現
役
一
年
繰
上
げ
徴
集
が
決
定
し
、
第
二
乙
種
合
格
と
な

り
、
養
生
中
に
鍼
灸
師
試
験
に
合
格
を
し
て
い
た
た
め
、

兵
科
は
衛
生
兵
と
な
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
十
九
年
九
月
、

久
留
米
、
西
部
第
四
十
八
部
隊
に
入
隊
、
直
ち
に
第
六
中
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隊
に
編
入
さ
れ
、
衛
生
兵
教
育
を
受
け
、
久
留
米
西
部
第

百
四
十
八
部
隊
通
信
中
隊
付
衛
生
兵
と
し
て
配
属
さ
れ
、

部
隊
付
医
務
室
で
の
診
断
勤
務
と
な
っ
た
。

勤
務
中
、
鍼
灸
師
の
免
許
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

部
隊
長
の
腰
痛
の
診
療
に
当
た
り
、
部
隊
長
室
に
出
入
り

す
る
よ
う
に
な
り
、
三
月
初
め
に
は
陸
軍
衛
生
一
等
兵
と

な
る
。

戦
況
は
激
し
く
な
り
、
部
隊
本
部
も
若
干
の
留
守
要
員

を
残
し
て
大
部
分
は
山
中
の
仮
兵
舎
に
移
り
、
本
土
決
戦

に
備
え
て
防
空
壕
掘
り
、
食
糧
自
給
の
た
め
の
開
墾
な
ど

を
行
っ
た
。
そ
し
て
内
地
各
地
の
大
空
襲
に
遭
遇
す
る

（
一
）。

衛
生
兵
に
な
る
に
は
、
体
験
者
は
、
既
に
鍼
灸
師
と
し

て
の
資
格
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
地
方
（
民
間
）
に
お
い

て
衛
生
に
関
係
し
て
い
た
者
と
し
て
徴
兵
検
査
の
段
階
に

お
い
て
衛
生
兵
と
し
て
選
抜
さ
れ
た
。
そ
し
て
歩
兵
の
一

期
の
教
育
を
受
け
、
部
隊
衛
生
兵
と
し
て
、
六
カ
月
の
衛

生
兵
教
育
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

衛
生
下
士
官
の
教
育
規
定
に
よ
る
と
、
人
体
生
理
、
軍

陣
衛
生
、
軍
隊
防
疫
、
軍
隊
病
、
救
急
法
及
び
繃
帯
術
、

瓦
斯
防
護
、
看
護
、
病
理
試
験
、
調
剤
、
天
幕
建
設
な
ど

の
教
程
が
あ
る
。
こ
の
中
の
「
看
護
」
で
は
薬
物
治
療
、

食
餌
（
栄
養
、
病
気
に
よ
る
食
餌
）、
患
者
の
心
理
、
物

理
療
法
、
手
術
業
務
な
ど
が
あ
り
、
鍼
灸
法
は
、
こ
の
教

程
に
属
し
、
体
験
者
は
、
部
隊
長
の
腰
痛
を
治
療
す
る
と

い
う
、
そ
の
特
技
を
生
か
し
て
部
隊
内
で
重
宝
が
ら
れ
、

軍
隊
は
運
隊
で
あ
る
と
い
う
体
験
を
し
て
い
る
。

し
か
し
戦
況
の
激
化
に
よ
り
、
部
隊
は
山
中
へ
疎
開
さ

せ
ら
れ
、
米
軍
の
空
襲
に
遭
遇
す
る
。

九
州
地
区
へ
の
空
襲
は
、
昭
和
十
九
年
八
月
ご
ろ
よ
り

始
ま
っ
た
が
、
当
時
は
ま
だ
中
国
・
成
都
か
ら
二
〇
〜
三

〇
機
程
度
の
Ｂ
29
が
長
崎
、
父
島
な
ど
に
来
襲
し
て
い
た

程
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
サ
イ
パ
ン
、
テ

ニ
ア
ン
が
奪
回
さ
れ
、
Ｂ
29
は
十
月
に
は
サ
イ
パ
ン
島
に

進
出
し
、
十
一
月
下
旬
頃
よ
り
、
マ
リ
ア
ナ
基
地
か
ら
の

日
本
空
襲
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
マ
リ
ア
ナ
基
地
か
ら
の
日
本
空
襲
も
、
東
京
、
名
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古
屋
、
漸
次
大
阪
、
中
国
地
区
に
拡
大
し
、
本
格
的
に
九

州
地
区
へ
来
襲
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
年
に
入
っ
て
か
ら

で
あ
っ
た
。

体
験
者
が
体
験
し
た
大
刀
洗
飛
行
場
の
空
襲
当
時
の
記

録
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
二
十
年

三
月
二
十
七
日

マ
リ
ア
ナ
基
地
の
Ｂ
29
型
一
六
五

機
、
大
刀
洗
・
大
分
飛
行
場
・
大
村
航
空
隊
を
午
前

に
爆
撃
。

マ
リ
ア
ナ
基
地
の
Ｂ
29
型
一
〇
四
機
、
倉
敷
地
区
・

関
門
海
峡
、
機
雷
投
下
に
夜
間
来
襲
。

三
月
二
十
八
日

米
機
動
部
隊
の
艦
載
機
一
三
〇
機
、

九
州
東
岸
・
鹿
屋
市
・
鹿
児
島
市
・
四
国
を
空
襲
。

三
月
二
十
九
日

米
機
動
部
隊
の
艦
載
機
延
べ
五
〇
〇

機
、
高
知
市
・
松
山
市
・
宮
崎
市
・
鹿
児
島
市
・
佐

世
保
市
に
午
前
、
午
後
に
か
け
て
来
襲
。

三
月
三
十
一
日

Ｂ
29
型
一
五
二
機
、
大
刀
洗
・
大

村
・
鹿
屋
の
各
飛
行
場
を
午
前
に
爆
撃
。

と
い
う
よ
う
に
、
体
験
者
の
体
験
し
た
空
襲
が
始
ま
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
体
験
し
た
六
月
十
八
日
の
大
牟
田
空
襲
に

は
マ
リ
ア
ナ
基
地
の
Ｂ
29
型
一
二
八
機
、
二
十
九
日
の
佐

世
保
空
襲
に
は
Ｂ
29
型
一
四
五
機
が
来
襲
し
て
い
る
。

こ
の
大
牟
田
空
襲
に
お
け
る
市
内
の
状
況
と
部
隊
員
の

奮
闘
の
状
況
は
体
験
談
に
詳
し
く
、
部
隊
員
が
市
内
の
災

害
救
助
に
活
躍
し
、
市
内
の
悲
惨
な
情
景
を
語
っ
て
い

る
。さ

ら
に
終
戦
間
際
の
八
月
十
一
日
の
久
留
米
の
空
襲

は
、
既
に
米
軍
基
地
と
な
っ
た
沖
縄
よ
り
、
戦
闘
・
爆
撃

機
連
合
の
一
五
〇
機
の
来
襲
で
あ
り
、
翌
十
二
日
に
も
戦

闘
・
爆
撃
機
一
五
〇
機
が
久
留
米
を
空
襲
し
、
同
時
に
八

五
機
が
松
山
、
佐
賀
市
を
空
襲
し
て
い
る
。

こ
の
久
留
米
空
襲
に
は
、
我
が
軍
の
高
射
砲
は
高
々
度

で
届
か
ず
、
飛
び
上
が
っ
た
戦
闘
機
も
追
い
す
が
る
も
の

の
一
機
も
撃
墜
で
き
ず
、
市
内
の
消
火
、
救
護
に
あ
た
っ

た
部
隊
員
の
頭
上
か
ら
は
、
米
軍
の
「
宣
伝
ビ
ラ
」
が
舞

い
落
ち
て
く
る
と
い
う
終
戦
間
際
の
何
と
も
語
り
得
な

い
、
終
末
の
情
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
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そ
し
て
終
戦
を
迎
え
た
後
の
内
地
在
住
部
隊
の
、
外
地

部
隊
以
上
の
心
理
的
な
当
惑
・
混
乱
の
状
況
を
も
語
っ
て

い
る
。航

空
隊
勤
務
衛
生
兵

岩
手
県

高

橋

俊

之

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
四
月
十
二
日
、
本
籍
・
岩

手
県
西
磐
井
郡
花
泉
村
野
田
沖
に
お
い
て
生
ま
れ
る
。

現

役

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
十
二
月
一
日
。

予
備
役

昭
和
二
十
年
十
一
月
三
十
日
。

兵

籍
昭
和
十
八
年
四
月
十
日
、
現
役
兵
と
し
て
第
六
航
空

教
育
隊
第
八
中
隊
に
入
営
。

四
月
十
七
日
、
病
院
付
衛
生
兵
第
一
期
集
合
教
育
ノ

タ
メ
四
月
十
八
日
ヨ
リ
七
月
九
日
マ
デ
第
十
二
航

空
教
育
隊
ニ
分
遣
ヲ
命
ズ
。

四
月
十
八
日
、
第
六
中
隊
ニ
配
属
。

五
月
二
十
九
日
、
第
一
中
隊
ニ
配
属
替
エ
。

七
月
十
日
、
原
隊
復
帰
ヲ
命
ズ
。
同
日
、
仙
台
第
二

陸
軍
病
院
ニ
分
遣
ヲ
命
ズ
。

十
一
月
二
十
四
日
、
衛
生
兵
教
育
終
了
。

十
一
月
二
十
五
日
、
陸
軍
病
院
ニ
復
帰
ヲ
命
ズ
。
同

日
八
戸
到
着

昭
和
二
十
年
六
月
十
日
、
八
戸
陸
軍
病
院
付
ヲ
命
ズ

昭
和
二
十
年
八
月
十
八
日
、
軍
令
陸
甲
第
一
一
六
号

ニ
依
リ
復
員
下
令
。

十
一
月
三
十
日
、
予
備
役
編
入
。

十
二
月
一
日
、
復
員
完
結
。

官
等
級

昭
和
十
八
年
四
月
十
日
、
衛
生
二
等
兵
。

昭
和
十
八
年
十
月
十
日
、
衛
生
一
等
兵
。

昭
和
十
九
年
四
月
十
日
、
衛
生
上
等
兵
。

昭
和
二
十
年
六
月
十
日
、
衛
生
伍
長
。

賞

典
昭
和
十
八
年
十
月
十
一
日
、
兵
精
勤
章
付
与
。

昭
和
十
九
年
五
月
二
十
四
日
、
兵
精
勤
章
付
与
。
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